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研究成果の概要：近代学派学説の中で、期待可能性という概念は責任論のみならず行為論とも

関係づけられるという示唆を得るとともに、刑罰論において刑罰本質論と刑罰目的論という基

軸に着目することが有益であることを見出し、「刑罰本質論上の応報刑論と組み合わされた刑罰

目的論上の特別予防論」という理論的枠組みを提示した。 
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１．研究開始当初の背景 
 
（1）今日、少年犯罪・累犯・触法責任無能
力者処遇は刑法学に課せられた重大な課題
となっており、それらの犯罪者を適切に処遇
しさらなる犯罪を予防すること(特別予防) 
が強く期待されている状況にある。行刑実務
においては、行為者（受刑者）の改善更生・
再社会化はもはや動かしえない重要な位置
を占めているということは多くの論者が肯
定している事実である。この意味で、本研究
が検討対象とする論者であるフランツ・フォ
ン・リストにより大成された近代学派理論は、
現代にも大きな影響を及ぼしているといえ
る。 
 
 
 
（2）しかし、犯罪論は刑罰観と密接に結び
つくはずであるにもかかわらず、刑法学が主
眼に置いている刑法解釈論(犯罪論)では、刑
罰論における特別予防論の観点を犯罪論に
影響させようとする試みは、ほとんど見られ
なくなっているというのが刑法学における
現状である。 
 
 
 
（3）今日の刑法学ではどの理論体系にとっ
ても当然の共通前提となっている要素であ
る期待可能性概念とそれを基礎に置く規範
的責任論は、古典学派理論の一つとして誕生
したものであり、また、これまで、近代学派
理論（特別予防論）にも取り入れられてはき
たものの、その論理的・体系的関係性につい
ては議論が十分にはまとまっていない状況
にあった。 
 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 
 
（1）リストと同じく近代学派の論者であり
ながらリストの刑法教科書の責任論に関す
る記述を全面的に改め他の論者と同じく規
範的責任論を採用したエーベルハルト・シュ
ミットの責任論の意義を解明することを目
標とした。 
 
 
 
 
 

 
（2）あわせて、代表的近代学派論者の中で
規範的責任論を採用しなかったただひとり
の論者であるリストの学説体系と規範的責
任論との関係を検討することを目指した。 
 
 
 
（3）それらを通じて、規範的責任論の中核
概念である期待可能性が近代学派理論では
学説体系上いかに位置づけられるべきかを
明らかにすることを目的とした。 
 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
 
（1）本研究の前提となるリスト自身の責任
論の研究においては、一次資料（リスト本人
の刑法教科書における記述）に特に焦点を当
て、リストの刑法教科書の第 1～22 版（リス
ト自身の手によるもの）すべてを検討すると
いう方法を採ったが、本研究では、上記の研
究の目的を達成するために、リストの死後に
シュミットによって改版されたその第 23 版
以降を研究対象に加えた。この意味で、本研
究はそれ以前に行ってきた研究の成果と密
接に関連し、その成果を引き継いで発展させ
るものである。 
 
 
 
（2）一次資料を重んずるというリストの責
任論の研究で用いた手法は、本研究にも適し
た方法であると考え、本研究においても同様
の方法論に依拠した。 
 
 
（3）リストによる刑罰の位置づけを明らか
にする必要性が生じたため、近年のドイツに
おける研究のひとつがリストのマールブル
ク綱領に引用されている論者のリストへの
影響を主たる検討課題とした点でこれまで
の先行研究と異なっていることに着目し、そ
れとリストのマールブルク綱領本体とを検
討することを通じて、刑罰の本質と目的につ
き検討した。 
 
 
 
 
 
 
 



 
４．研究成果 
 
 
（1）近代学派学説内における期待可能性概
念は古典学派学説内における期待可能性概
念とは異なる独自の機能を帯びることが解
明されたが、本研究成果は、現代の様々な犯
罪現象に対する解決策となる新たな学説と
して展開する可能性を有していると思われ
る。 
 
 
 
（2）リスト自身はマールブルク綱領中に著
作の引用がある 4人の論者全員の影響を強く
受けているが、その理論の一部を取り入れる
に際しては、単なる模倣を行ったのではなく
理論的背景を独自のものに変更していたこ
と、および、行為主義等の基礎的原理を堅持
した論者とそうでない論者がある中で、リス
トは刑法の基礎的原理の点では、それを堅持
した論者と同様の立場をとっていたことが
示された。 
 
 
 
（3）リストが刑罰史の検討から得られた「反
動」を刑罰の本質とし、もともとそれに内在
し時代が進むにつれて人に意識されるよう
になった法益保護という要素が刑罰の目的
であるとしていたことが浮かび上がった。ま
た、リストがマールブルク綱領において、刑
罰概念と反動と目的思想による合目的性と
法益保護という諸要素を相互に理論的に結
び付け、それらの統合に成功したこと、およ
び、リスト理論においては刑罰本質論と刑罰
目的論が他の学説と異なり緊密に結合され
ていることを明らかにした。 
 
 
 
（4）これまでの刑罰論の諸学説について新
たな分類が可能であることを見出すことに
より、「刑罰本質論上の応報刑論と組み合わ
された刑罰目的論上の特別予防論」という理
論的枠組みも得られたが、これはその新たな
学説の理論的土台としての意義を有する。 
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